
贈賞
一生懸命ミライエに取り組んでくれた子どもたち全員に
ミライエオリジナルウォッチと、全応募作品を収録した作品集
をプレゼント︕
さらには407作品のうち特に「おもしろい︕」と感じた３０作
品に「グッドミライ賞」として、表彰盾をお贈りします。

応募概況
◎応募総数

407点 （うち小学生395点　中学生12点 ） 
※複数点応募者数 9人

◎作品の傾向
豊かな自然を描いた絵が30%以上を占め、町の
良さを守っていきたいとする子どもたちが多く
いた一方、大型商業施設やドローン、空飛ぶ車・
電車などを描いた作品も多く見られ、町の経済
的発展を期待する子どもたちも多くいました。

グッドミライ賞に！
オリジナル表彰盾

応募者全員に！
オリジナルウォッチ

応募者全員に！
全応募作品集

学校別応募作品数
中津小学校　　︓27
高峰小学校　　︓16
田代小学校　　︓19
半原小学校　　︓206
中津第二小学校︓117
菅原小学校　　︓10
愛川東中学校　︓11
愛川中学校　　︓1
※応募のあった学校のみ
　掲載しています

どんな未来になっているのでしょう？今から２８年後の愛川町。
２８年前というと、１９９５年ですよね。
その頃はまだ、宮ヶ瀬ダムが建設中でしたし、YouTubeも
なかったので、２０５０年の愛川町はさらに変わっているかも
しれません。
自分の町のそんな未来を考えるって、ワクワクしませんでしたか？
皆さんが一生懸命想像してくれた「アイカワミライエ」。
４０７作品もステキな未来が届きました。ありがとうございます。
皆さんは未来の大人です。
これからも健康には気を付けて
元気で笑顔を忘れずに……！

ミライの愛川町の皆さんへ

愛川町長
小野澤　豊

未来の大人たちが描いた　 2 0 5 0 年 の 愛 川町
おかげさまで 407 作品もの　 ステキな未来絵が届きました︕

今回の特集では、みんなが　 一生懸命取り組んでくれた
「アイカワミライエ 2050」　 を振り返っていきます

町ホームページ
「アイカワミライエWEB展示」

太田 舞半原小学校 5年

神田ろのは半原小学校 5年

鈴木結大半原小学校 6年

本間大翔半原小学校 6年

成井心菜愛川東中学校 ２年

中川栞奈半原小学校 2年

佐藤結花半原小学校 3年

関矢優斗半原小学校 3年

袖山恵里半原小学校 4年

松山絢香半原小学校 4年

柳川莉音中津第二小学校 6年

冨沢公美愛川中学校 １年

山口未織半原小学校 1年

山本歩夢半原小学校 1年

浪川ラミ半原小学校 1年
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未来の大人たちが描いた　 2050 年の愛川町
おかげさまで 407 作品もの　 ステキな未来絵が届きました︕
今回の特集では、みんなが　 一生懸命取り組んでくれた
「アイカワミライエ 2050」　 を振り返っていきます

応募作品や受賞結果などはこちら▶

総務課 広報・シティセールス班
☎（内線）３222

●問

協賛 「愛甲商工会青年部」 より
愛甲商工会青年部長
馬場将和さん

未来の愛川町を想像する事は子どもたちだけでなく、
大人の方にとっても必要なことだと思います。人それぞ
れ思っている事が異なり、子どもならではの発想がとて
もユニークで楽しく拝見させていただきました。
このミライエが、愛川町の未来を少しでも考えるきっか
けになっていたなら、うれしく思います。
そしてこの中から未来の担い手になっていく子もいるの
ではないかと想像すると、とても楽しみになりました。
応募してくれた皆さんありがとうございました。

参加者全員にオリジナル方言手ぬぐいを贈賞！

ステキな未来絵には協賛賞として10作品に
オリジナル表彰盾を贈賞！

●

●

オリジナル
方言手ぬぐい

谷口美波音中津第二小学校 6年

山本恵介中津小学校 6年

永井 遥菅原小学校 4年

大矢真偉田代小学校 3年

萱 大成中津第二小学校 6年

山口 凌中津第二小学校 5年

相川泰輝高峰小学校 1年

北城結愛高峰小学校 6年

苅田翔輝中津小学校 2年

南 柚羽中津小学校 4年

熊澤百胡中津第二小学校 5年

和気杏彩中津第二小学校 5年

林 奈杏中津第二小学校 5年

山口凌夢中津第二小学校 5年

渡部妃華中津第二小学校 5年

「アイカワミライエ2050」って何？
自分たちが暮らす愛川町について学び、考え、さらなる郷
土愛を育んでもらうため、町内在住の小・中学生を対象に
28年後である「2050年の愛川町」をテーマとして開催した
絵画コンクールです。
◎募集期間　令和４年５月１８日（水）～９月９日（金）

各学校での取り組み
主に夏休みの宿題としてミライエに取り組んでいただき、子ども
たちは自分たちが暮らす愛川町について学び、考え、未来を想像
しました。さらに半原小学校や中津第二小学校では授業の中で
ミライエに取り組んでいただきました。

インタビュー動画はこちら▶

募集開始直後、事務局に届いた2枚の
絵はがき。
なんと応募者は町内在住の高齢の女性。
応募対象外ですが、感謝の気持ちを伝え
るため、お宅に伺いました。

SNSの活用
各学校の取り組みや、愛川町ジュニアリーダーズクラブ
によるミライエ座談会をYouTubeで配信するなど、各種
ＳＮＳを活用した事業PR、さらには新たな試みとして若
年層に人気のSNS「TikTok」
を活用したPRにも取り組
みました。

中津第二小学校 ▶▲

▲ 

半
原
小
学
校▶
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